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本庄
図書館 ※戸谷間四郎も、恒

平と貫一の間に郵便
局長をしていました。

【その他埼玉県の関連施設】

崖
上
か
ら
見
え
る
本
庄
独
自
の
自
然
景
観

2
旧
本
庄
仲
町
郵
便
局

秩
父
セ
メ
ン
ト
の
創
始
者
で
あ

る
諸
井
恒
平
が
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
年
）
に
建
築
。

外
観
は
タ
イ
ル
張
り
で
、
当
時

世
界
的
に
流
行
し
た
ア
ー
ル
デ

コ
調
の
装
飾
が
階
段
の
手
す
り

な
ど
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

独
特
の
風
格
を
漂
わ
せ
て
お
り
、

昭
和
初
期
の
歴
史
的
景
観
を
留

め
て
い
ま
す
。
国
登
録
有
形
文

化
財
。

3
愛
宕
神
社

愛
宕
神
社
は
、
天
正
19
年
（
１
５

９
１
年
）
に
本
庄
城
主
小
笠
原
信

嶺
が
勧
請
し
た
と
言
わ
れ
、
愛
宕

山
と
呼
ば
れ
る
古
墳
の
上
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
。

『
敬
神
』
の
石
碑
は
、
諸
井
時
三

郎
（
春
畦
・
し
ゅ
ん
け
い
）
に
よ

る
揮
毫
。

御
神
木
の
大
欅
が
枝
を
広
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
欅
は
樹
齢
４
０
０
年

以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
43

年
、
本
庄
市
指
定
の
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
た
ご
じ
ん
じ
ゃ

11

日
本
煉
瓦
製
造

明
治
20

年
操
業
。

初
代
会
長
・
渋
沢
栄
一
翁
の
後
を
継
ぎ
、

諸
井
恒
平
が
２
代
目
会
長
と
な
る
。

（
３
代

諸
井
四
郎
、
４
代

諸
井
貫
一
）

に
ほ
ん
れ
ん
が
せ
い
ぞ
う

12

秩
父
セ
メ
ン
ト

明
治
末
年
、
諸
井
恒
平
は
、
武
甲
山
の

石
灰
岩
に
注
目
し
、
秩
父
セ
メ
ン
ト
を

創
設
す
る
。

13

宝
登
山
神
社
・
大
鳥
居

昭
和
31
年
諸
井
貫
一
は
宝
登
山
神
社
の

大
鳥
居
を
寄
進
。
長
瀞
を
中
心
と
し
た

観
光
事
業
に
も
貢
献
し
た
。

ほ

ど

さ

ん

じ

ん

じ

ゃ

・

お

お

と

り

い

長瀞 4
笠
森
稲
荷

江
戸
時
代
に
、
本
庄
宿
で
風
光
明

媚
な
場
所
を
８
つ
選
び
、
「
本
庄

八
景
」
と
し
ま
し
た
。

「
笠
森
稲
荷
」
は
、
小
暮
雪
堂

（
こ
ぐ
れ
せ
つ
ど
う
）
に
よ
っ
て

月
が
美
し
く
見
え
る
『
笠
森
秋
月

（
か
さ
も
り
し
ゅ
う
げ
つ
）
』
と

し
て
本
庄
八
景
の
一
つ
と
し
て
、

選
ば
れ
ま
し
た
。

明
治
に
な
り
、
こ
の
「
笠
森
稲

荷
」
が
小
学
校
建
設
の
た
め
取
り

壊
さ
れ
る
危
機
の
時
、
南
諸
井
家

は
行
政
に
願
い
出
て
、
自
分
の
家

の
屋
敷
稲
荷
と
し
て
保
護
し
ま
し

た
。

宿
内
の
人
は
子
宝
の
神
と
し
て
信

仰
す
る
人
が
多
く
、
絵
馬
な
ど
が

奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
さ
も
り
い
な
り

※

現
在
は
旧
本
庄
市
立
歴
史
民

俗
資
料
館
に
保
管
。

脇
本
陣
・

諸
井
五
左
衛
門
宅

笠森稲荷

内

田

本

陣

下 天 王
（本町市神）

『笠森稲荷』
出典：『本庄地元学だより』（増田 未来望著/本庄まちNET）

『中山道分間延絵図』に描かれた「笠森稲荷神社」

5
旧
本
庄
商
業
銀
行

煉
瓦
倉
庫

明
治
５
年
、
官
営
富
岡
製
糸
場
が

設
立
さ
れ
る
と
、
初
代
場
長
で

あ
っ
た
尾
高
惇
忠
は
、
繭
の
買
い

入
れ
を
諸
井
泉
衛
の
父
ら
に
依
頼
。

本
庄
は
繭
取
引
の
拠
点
に
設
定
さ

れ
、
繭
の
集
散
地
と
な
り
ま
す
。

明
治
27
年
（
１
８
９
４
年
）
、
諸

井
孝
次
郎
・
宮
下
林
平
・
戸
谷
八

郎
左
衛
門
ら
に
よ
っ
て
、
繭
を
担

保
と
し
た
資
金
貸
付
を
目
的
と
し

て
「
本
庄
商
業
銀
行
」
が
設
立
。

こ
の
建
物
は
、
明
治
29
年
に
、
担

保
と
し
て
預
か
っ
た
大
量
の
繭
を

保
管
す
る
た
め
に
建
築
し
た
も
の

で
す
。
深
谷
市
に
あ
っ
た
日
本
煉

瓦
製
造
の
煉
瓦
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
絹
産
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
本

庄
町
の
繁
栄
を
伝
え
る
貴
重
な
建

物
で
す
。

き
ゅ
う
ほ
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
ぎ
ん
こ
う

れ
ん
が
そ
う
こ

1
諸
井
家
住
宅

10
代
目
諸
井
泉
衛
が
、
開

善
寺
の
火
災
に
よ
る
焼
失

後
、
大
工
に
横
浜
市
の
洋

風
建
築
を
学
ば
せ
、
明
治

13
年
（
１
８
８
０
年
）
に

建
築
し
た
も
の
で
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り
と
コ

ロ
ニ
ア
ル
風
格
子
天
井
、

漆
喰
の
壁
天
井
、
色
ガ
ラ

ス
の
窓
な
ど
、
随
所
に
洋

風
の
建
築
手
法
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
指

定
の
文
化
財
。

も
ろ
い
け
じ
ゅ
う
た
く

「五州山荘と寺坂橋」

出典：『本庄地元学だより』（増田未来望著/本庄まちNET）

6
五
州
山
荘
跡

北
諸
井
家
の
諸
井
治
郎
、
は
、

採
芹
（
さ
い
き
ん
）
と
号
し

た
文
化
人
で
す
。
明
治
20
年

前
後
、
採
芹
は
、
寺
坂
の
崖

沿
い
（
本
庄
台
地
末
端
の
崖

沿
い
）
に
、
「
五
州
園
」
を

開
き
ま
し
た
。

山
荘
名
の
由
来
は
、
こ
こ
か
ら
五
州
の
山
々
が
見

渡
せ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

※

五
州
の
山…

 

赤
城
山
（
上
州
）
、
三
国
山
（
越

州
）
、
浅
間
山
（
信
州
）
、
日
光
山
（
野
州
）
、

筑
波
山
（
常
州
）

明
治
22
年
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
小
松
親
王
か
ら
五

州
の
山
並
み
を
絶
賛
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

「
五
州
山
荘
記
」
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

※

現
在
は
記
念
碑
の
み
残
っ
て
い
ま
す
。

7
安
養
院

室
町
時
代
中
期
の
１
４
７

５
年
、
児
玉
党
の
本
庄
信

明
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
安

養
院
は
、
三
代
将
軍
徳
川

家
光
よ
り
２
５
石
の
御
朱

印
を
賜
っ
て
い
ま
す
。

中
山
道
本
庄
宿
で
最
も
大

き
な
木
造
建
築
物
で
、

「
本
堂
、
山
門
、
総
門
」

は
本
庄
市
の
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

諸
井
家
を
始
め
、
森
田
・

内
田
・
関
根
・
戸
谷
な
ど
、

花
の
木
18
軒
の
多
く
が
、

安
養
院
を
菩
提
寺
と
し
て
い
ま
す
。

前
庭
に
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
、
明
治
書
道

会
・
初
代
会
長
（
諸
井
時
三
郎
）
の
「
春
畦

諸
井
先
生
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
妻
の
華
畦

（
か
け
い
）
の
書
に
よ
る
も
の
で
す
。

安
養
院
本
堂
が
老
朽
化
の
た
め
改
修
の
際
に

は
、
諸
井
家
の
方
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

9
木
ノ
下
諸
井

本
庄
市
立
図
書
館
の
入
り

口
近
く
、
中
山
道
の
西
側

に
は
、
か
つ
て
「
上
天

王
」
と
呼
ば
れ
た
新
田
町

の
市
神
様
が
鎮
座
し
て
い

ま
し
た
。
榎
が
大
き
く

『商家高名録』の木ノ下諸井
出典：『本庄地元学だより』（増田 未来望著/本庄まちNET）

育
っ
て
い
た
の
で
、
榎
を
目
印
に
「
木
ノ
下
諸
井
」

の
屋
号
が
誕
生
し
ま
し
た
。

※

「
上
天
王
」
の
市
神
様
は
現
在
、
金
鑚
神
社
の

境
内
に
遷
座
し
て
い
ま
す
。

※

本
庄
宿
の
東
側
に
は
「
下
天
王
」
と
呼
ば
れ
た

本
町
の
市
神
様
が
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

城
山
稲
荷
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
し
ゅ
う
さ
ん
そ
う
あ
と

あ
ん
よ
う
い
ん

き

の

し

た

も

ろ

い

8
本
庄
西
中
学
校
・
東
中
学
校
校
歌

本
庄
西
中
学
校
と
本
庄
東
中
学
校
の
校
歌
は
、
日
本

を
代
表
す
る
作
曲
家
・
音
楽
理
論
家
・
音
楽
教
育
者

と
し
て
活
躍
し
た
諸
井
三
郎
氏
（
１
９
０
３
ー
１
９

７
７
）
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。

※

諸
井
三
郎
氏
は
、
著
名
な
詩
人
で
あ
る
三
好
達
治

氏
と
コ
ン
ビ
で
、
東
京
工
業
大
学
の
大
学
歌
も
作
っ

て
い
ま
す
。

10

諸

井

家

関

連

地

図

秩父 深谷

ホフマン輪窯
（わがま）

旧秩父セメント
第二工場

宝登山神社の
大鳥居 （※明治40年～昭

和43年まで65年間
稼働）“日本一美しい工場建築”

（谷口吉郎設計）

き
ゅ
う
ほ
ん
じ
ょ
う
な
か
ま
ち
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く

戸
谷
八
商
店

戸
谷
充
宏
作
成


